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1　は　じ　め　に

　｛：i亡（母屋）内の生活空1司と農用空間を分離すること

は，農村住宅改善上の大ぎな目標である。住宅内の午’

馬舎を分離することもその一つであるが，古くから和牛

の産地として知られる山陰地方の，とくに山間部では，翻

囁牛を住宅内で飼う農家がいまだにかなりみうけられる。

　そこで筆者らは，このような佐宅内牛舎の住宅外への

分離（以下単に“牛舎分離”という）の動きをつかむと

ともに，牛舎分溺を阻む諸条件を明らかにしてその丸策

をたてるため，］956年以来烏取県山間部の農村を対象

に調査をっづけてきた。この報告はとりあえず1962年

までの調査結果をとりまとめたものである。

　調査にあたりご協力を願つた調査農家の方がたをはじ

め地元関係者，高校の先生がた，ならびに専攻生諸君に

紙上を通じて厚く謝意を表する。また，　1956年の調査

に際し，ご折辱を賜つた北海道大挙農学部・横田廉一一博

［：にもあわせて深謝する。なお，この報告の要旨は第13

回総合農学研究会（1963年）で発表した。

夏　調査方法と調査農家の概況

　11）調査の種類と調査目的

　周査にはアンケート調査とききとり・実測を中心にし

た精密調査の2方法を｛｛］いた．アンケート調査は1962

鳥農学報，　X、1

年末に集下の㍍校生に依頒して実施したもので，パ　’分

難農家の経営的特色や分肖｛iを醗む諸条件を地域的，数竺

的につかむことをll的とした。

　一方，精密調査では，農家個々について経営との関

連のもとに牛舎分離や牛舎改善の動きを追跡するととも

に，アンケート調査の裏づけを試みようとした。第1懸

llの｝縄査は1956年8月1こ，眉2回目を1962年12月をこ

行なつた。調査農家は2回とも同じく調査内容もほぼ同

じであつた。

　i2）調査農家の選定方法

　アンケート調査は鳥取県を東，Il｜，瀬の3地域に火別

し，各地域から鼓二較的山間部出身の生徒が多いと考え，ら

れる8高校の本・分校を選び，合計200名の生徒に仔、領

して自家のようすを記入してもらつた。調査用紙は東部

58戸，中部52戸，西部70戸の計180戸分を回収した。

調査農家には現在和ξ｛二を飼つているものだけでなく過去

に和牛を飼つていた農家，ならびに住宅外牛舎の農家も

合めた。また，住宅内と外の両方に牛禽をもつ農家は住

宅内牛舎農家として集計した。調査依頼校の分布は第1

図に示すとおりである。

　精密調査の農家選定にあたつては，烏取県でも和牛飼

ぼ農家率の高い東茜両翻｝ヨ］部（1）から，　調査の便宜や地

元農業改良普及員の忌見などを考慮に入れて4集落を選

び，この集落の中で住宅iノ］づ7援家21戸を無作為に抽出

1963
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すとおりで，援在和牛を飼う農家159戸のうち

66戸が午舎分離農家であつたc調査良家が平垣

㌻こ多く集まつた中部では，飼育農家43戸巾

30戸ガ1二舎分離農家であつた。このため牛舎分

鳶二農家の全譲的傾初にこれら巾蓄の農家の影㌶
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（1．1）①農家区分のうち平坦部とは標高200mf；｝こ満，　L回｛’1部とは200　m以上の農家とした。②割合はす

　　べて記入のない農家を除いて算出した（以下どのバも周じ）。⑧和牛飼育頭数には子牛も合む。
　　以前麹湾ご農家は当li↓ξの飼田ゴi数による。

育頭数Cr牛も含む）は，西部がきわだつて多く約2．5

顎を示した。

　次に，精密調査を行なつた湯原集落は鳥恥｛∫の南東26

km，国鉄若桜糠の終着ぼ若桜から八東∫目の交流を約3

kmさかのぼつたところにあ∂，上徳丸は周じく八京駁

と丹比駅の中闘，国道29口線に治つて《ぷ19している。ぷ

高は湯原が2501n，上徳丸が150m程度である。また，

大肉谷と懸自谷の2集落は「f．1鉄伯備隷ξ輻山駅から厄へ

約10km，標高450m前後の涯照該ε地の中にある。この

辻嘆は交通も不便で，県内でも後遥性の強いところであ

る。第2茨｛1！②はこれら集落の概況を示したものであ

る。
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第2表（1）精密調査堤家がある集落の概況（1955） 第2実（2）精密調査農家がある集落の概況（1960）

集　落　名　1集落の刊三搭（カソコ内は農家戸数）

　　　　　蚕
八頭似・桜町…繍z感者や賃瀕治いる撫がコ・

　　　　　　農家数の40％以上を川めている農山村
湯　原　　乗稽（17）
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目野郡F｜南鰐　ている農家が全農家数の40％以．ヒを占

　　　　　　めるril村集落。1戸あたりの耕地何玖

大　内　谷　　ぱ60a以上あって，集落内農家の大半

　　　　　1力喰糧の舗を徹つてし・る（22）

　　　　　　き日野郡目ぱ1町　コ≧藤産物の販売金頷が5フ∫P］以上の農

懸　目　谷i家が40％尤満の自給的農り1村集落（28）

（注）　1955年臨時農業基．イ、調II巨による。

㌘徳霞｛lll：i熟θi議鷺㍑

灘悲1鶉ll：1｝，。塙：已

玄燃1⇒75・・i…㌘i・3巨1ξi29・・｝52二元L元

（ili）①1960年世界農｛スく業センサスによる。

　　②爵雌，販売額，頭数は1戸あたり。

第3乞1ミ　出　　精　密

　鳥取県における和牛飼育の麹媛区分（1）によると，湯原

は嚢，育規模，子～1生戴るがともに低い東部i．ll聞和牛タ；；滞

地域に，上徳丸は子牛生産午くの高い八頭和牛地域に入つ

ている。大内谷と慰日谷はいずれも大山和牛則域に属し

鳥取県ではもつとも発展的な飼育地域1こなつている。ま

た，役利川を主川1勺としたオス牛飼汀であることも特色

で，これは重粘質水照の耕起や飼育管理，耕）睡用賃貸し

などの点でオス牛が有利なためだといわれる。

　なお，上徳丸では1952年から集落ぐるみの生活改否

を行ない台所改善をはじめ数多くの実績をあげている。

　第3表｛1）｛2；1こは調イ£21農家の1956～62年における経営

査農家の経営動向（1956～1962）
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第3表（2）　精密調査機家の経営および建物動向（1956～1962）
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の動きを示した。全般的には農業労働力の減少と兼業化

の進行，動力耕転機の普及などが日立つ。なかでも湯原

の変化がもつとも著しく，和牛も3戸が飼育を止めてい

る。

第5，、　鳥取県における和牛舎の配㍉と構造

項
　　Fl
日　｛烏取県内地計

‖［調査結果とその考察

　　　　　　　　　　　　　　i

璽繍竃騰
　　％，　　％
43．4　　　　17．5

17．4　　8．3

6．7　　9．7

　11）和ド飼育の動向

　鳥取県における最近の和i・飼育頭数は1957《1ミの56，

470頭（飼育農家37，650戸，（ミ∫．ぼ農家率60．8％）を顧

点にして急激に減少をつづけ，61年には44，210頭（

31，500戸，50．8％）となつている（2）。アンケート調査

農家のうち竣在和牛を饒つていない21農家が飼育をや

めた時期も，その70％は’57年以後である。また，湯原

では7戸中3戸が，上徳丸では1戸が1956～62年の聞に

飼育を止めている。このような減少傾向の根本理凶｛よ，

和牛飼育の形態がおおむね役利用兼繁殖用をねらつた稲

作部凹の補完的色彩が強く，独立した経営部門として考

えるとその収益性がきわめて低い〔IX3）㈹こと、こあるが，

伯：接的な則由としては，第4安でも分るように乳牛の飼

　　　　　　　　　　　　　　　

繍竃総竃；
66ぶ7　　　　67．0

49．4　　　48．8

70．4　　　　80．9

第4表有1牛el育を止めた翅1由　（1962）

理由川延べ小塗
乳牛の飼育｝
］川シ浪導入、

管理労力不足i

採算にあわぬ

役　馬　導入｝
　　　　　　　…

声i「

9　　42．9

9　　42．9

6　　28．6

5　　23．8

－4．8

％

北ナし洲σ

口゜

ρ

（～i三）①集落；周合は1955年臨1店農業基本護査（5），農

　　家；llll今は1958「緊二7諺巨センサス（6）による。

　　②鳥取県の馬飼育頭数は非常に少ないので，

　　役肉用牛馬舎は和牛舎と考えてさしつかえな

　　い。③相当ある集落とは集落内で牛馬を6111う

　　農家の半分以．ヒが該当するもの。若干ぱ間じ

　　く数戸から半分イミ満。

　τ⊃1

〃！ち，、

合 30

（注）削合はアンケート調査の巾IL農家

　　21戸に対するもの。

育とか耕惹機の導入などがあげられている。飼育を中1ヒ

した精密調査の4展家はいずれも管理労戊、の不足による

もので，うち2戸には代りに耕若ミ機が入つている。また，

アンケート調査によると，現在和牛を飼う農家の約10

％にあたる15戸は近く飼育をILめる計Wをもつてお

り，このうち6戸はすでに乳牛を入れている。

　｛2）住宅内牛舎の酉日にと構造

　県内で住宅内牛舎の相当ある集落は，第5プξ〈5）⑥およ

び第2図σ）に示すとおり内地あるいは山陰の平均をはる

かに上回つている。しかも，どi：床横造はしきワラをタ取り

ださずに厩胆として踏込ませる踏込み式または深厩式の

ものが多く，糞尿の分離もできないため人畜の保健衛ノ1：

上きわめて悪い。また，それによって生ずる経済的損失

゜っθ

窟

第2図　住宅内に牛馬舎を設けている農家のある

　　　　（相当，若干の合計）集落ノ」伍　（1955

　　　　年閻ほ農業些本調査より作成）

も剤筏できない。県内で比較舵牛舎分離の進んでいる地

域としては中部平坦農家をあげることができる。

　1956年の精密調査をもとに住宅内牛舎の配㍑と構造

を考察すると次のとおりである。東西両山托集落の牛舎

形態にはそれぞれ．の特色があらわれている。まず東部出

lnl地の牛舎配ぷをみると，第3，4輿｛のように牛舎が玄

摂i上川と並んで住宅の元1殖i左端にくる例　（A型）が多

い・イぷ1ごけてい，る撰琢（A’戊1りは，｛二徳幻こ3戸みら

れただ1ナである。玄関と反対側の牛舎似ll面は戸外に接す

る場合もあるが，多くは第6衣に示すようにひさしを出

して便所または凪呂が設けられているg　上徳丸の4機
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’納屋細嫌娼
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第3図　鳥取県東部山1日農家の住宅内隼舎配｛置

　　　　　（八頭郡Y6農家，1956）

曇

第4図　烏取県恥部1［ll｝il農家の住宅内牛舎i弓9置

　　　と構造（八頭郡ヒ徳丸，1956）

第6表　　精密調査農家のZト舎構造と最近の改善状態　（1956～1962）

牛舎の配置と構垣（1956）
農家1
　　牛舎の・傷i・踏周辺の不｝閣i・｝・床，引房砿さ

番∵勧輸ぴ≡ム造、・⇒斯・i順

1956．10～1962ユ2の期Hllに行

なわれたおもな改造の場所

Yl
Y2
Y3
Y4
Y5
Y6
Y7

T8
Tg
T10

Tll

T12

T13

T14

別　防
A　l　　　l
A　　　l

A　・．　　　1

AにAl1
　｜
Aづ　1

Al1
　｜

橿所、作業副たた・…　l

i〆蕪鵬

所1 f場｛コンクリ ml
2・73P

2男3｝

2．731

2．73・

　　華

，12，i

…8鵠認漏16経コンクリ‥
7、45　　（ノ59獅三鐸きず〕・dリヒ）

；：1：㌶獅㍑ふさぐ
；：1：｛

A・i

：…

A一

髭
A／

1已糟，訴⊇i：；；1巴

1　　一　　拶、lr場iたたき　　3．33　2．73

21瓜呂物置き1たたき、2・733・°3、

鴨蕊ぱ慧已：鴛｛㌶
2，～ G部屋たたきi2・733・03

：鶉｝

017　B　i
　　　一

2

1

2

8・28c糠をニソの一トへ
9・18i’57イ問三宅新築ll与に特分離

9．ogi　（61イド6三俳」：’｝り1二）

8．28i玄関側の開rl部に1網をはる

8．28玄関側の溺日部に全閲を｛よる

9．18／i味をコンクジートへ，’57年牛舎分離

8．28玄関！醐ヒ入り川をふさぐ

＿∵牒閻；：㌶ひさ酬⌒ト　
一　一iたたき12・88、2・737・87，

K18iB
Klgi　A
K201B・

K21　B〃

・1ヨー…たたきi・・73｝…3

i｝c竿i竃：iliii　ill
　　i
9．09

8．28

9．091

　　｝

7．40宙9年牛舎分飢，～i’床をコンクジートへ

（注）①牛舎配置の～｛3乏は第3，5い八照のこと。ノA型，B’川はA型，　B型と住宅内配筏が逆の房合。②｛房の数は

　　1956年9月現在使用中のもの。③015～1く21の牛了ξ局辺不ll川で牛房数の多い場舎は，　lil淀利用の行なわれて

　　いる．1牛房についてのみ記した。
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家では牛舎の奥が炊．事場となつているが，稜日尽冷地の

注原では，ここを作叉場として使う農家が7戸中6戸を

占めている。

　牛舎の大きさは凄原では間口，奥行きとも2．73）〃の7・

45，〆が普通だが，」二徳丸では奥行きが30Cm長く8．28｝n2と

なつている。これだけの広さに成牛が1頭飼芽っれる。卜

・舎の壁は玄関似力塾《壁，背1何まこL壁に羽IU反ばりとなつ

ているが，上端が完．剖こ三笙断されているものは少ない。

川入り1：：：1は第3図に示したようにll面の直接戸外に逝書ご

るものと玄関側と2っある。前者の出入りllξま牛やしき

ワラの出し入れ，丁∫一ドの給与に使われ，後者は給餌およ

び牛の監視用である。上徳丸では炊］［場に近し・部分に別

の給餌ド1を｛とけたものが多い。川入り1二1には角材を糸ll立

てた1．2×1．Omくらいの厨き戸がついているが，」｝二面

のll：1入り日にはその外側｝こ皮戸があつて冬季問の1坊寒用

にイ吏われる。牛舎には窓がなく採光，通風ともに悪い。

　牛床がコンクリートのものは湯原に2戸みられただけ

で他はすべてたたきである。中央には尿溜としてツボま

たは桶が埋めてある。床のもつとも深いところはニヒ台．卜‘

端から30～35cmである。

　次に藤部lll嗣地の牛舎についてのべる。1戸あたり平

勾2頭の～トを飼うこの地区では。牛舎も2房以上あるの

が通普である。住〔：内の配ジ」第5図に示すよう｝こ住宅

巳
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?ｶ一藤⊥
「．漂＞　　　ii　　　　P　　　　】F

@　　　巨　　　　　　凛き　　　　　一」・「「×ハ

の左端に1．8～2．7mの通路をはさんでさしi｛0いになっ

ていもの（B／f！）が多い。3頭以上飼育する農家では，

奥の咋舎の外揮に続けてさらに1．～2ケξけるのが…殻

的で，この部分は既設の仕宅にひさしをつ｛ナて苗築され

たものである。飼行ぷ数が減つたパ合には～1合の一部を

物置きや居hdとして利川している。このぽか第5図と左

右反対になった配欝（B’理）があるし，わずかではある

が東部にみられたような所しパもある。玄関上問から弓ぽ

の通路に入るるに｝言板戸または格子戸があ1あ尻外への

ll入り口には障予戸のあるのが汚通である。

糖の広さ1涙部と同じく2・73」・酊ゴが壕的であ

る。摂造上東部ととくに只る人、、は傑床の深さが45～90

cmの深厩式になつていて，深さの約緒｝｝話毒囲にめぐ

らされた熔さ30～50cmの基籏τ1によって1【．iめられて

いることである。床のパ「央には素堀リプ（があり，秋には

この穴を含めて床．1二20～30Cmの厚さに籾がらを敷き，

翌年5～6月に人亘の肥料として使うまで尿を汲わせ

る。1舎の出入り「1は1カ所あるだけで，第6図に示す

第6図　鳥取県西部パ1閥農家の1土宅；ノ寸牛β〆配置

　　　　と燈造　（i鰹漂懸n谷，1956）

ご

奨

1

・・て @ひろ・1霊、さ驚2↓
　　　　　　　　一　ビ

3　　　｝52　　蕊ξ
㎏百垣＝二㎏■瓢：：ニゴ

o嵩　　　1　　　2

第51開　ふ取県西部山品農家の｛il三宅内牛舎紀｛受（上1土

　　　　ダ1塑ア君1～017君冬家，　一ド1ま015塁ξ家，　1956）

ようにそこには土台は渡されていない。閉き戸の欝造は

東部のものと同じだが，戸の下かちもエナ箱を入れるよ

うに通路何より40～50εノ〃－1二にとりつけてある。

　｛3）牛舎力｛ξ綴家の動向と特色→

　第5ジξによると住宅内牛舎が最近減っている集落数は

6．7％にすぎず，全体どしてはこの面の住宅改善があま

り進んでいないことを示している。しかし，4／r分離農

家の％ガ克2次大戦後に～iイ，ノ〕離を行なつているし，

竿㌃らがさきに調査⑥した戦後の新築農家だけをとりあ

げてみても，．か※前に和牛ぴ育農家の59．6％にをしめ

ていた住竃内1’舎が，新築後には27ユ％と’ト滅している

から，このような機会を通じて牛介分離が漸～夕（進んでい

ることが分る。このほか1こも牛床をコンクジー｝1こして
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糞尿の分離をするとか，牛舎を居住部分と遮断するなど

の部分改善も行なわれている。

　また，93戸の住宅内牛舎農家のうち今後牛舎分離を

行なう亘『画のあるものが30戸あり，中，東部にその割

合が高くなつている。なお，牛舎分離後の4舎あとは第

7表に示すとおり物置きとしての利用が過半数を占めて

いる。不潔な牛舎あとの改造には経費がかかりすぎるの

で，放置されているというのが現状のようである。

　っぎに第1表と第8表にとりあげたアンケーい凋査の

結果を用いて，牛舎分爵膿i家は催亡内牛舎農家にくらべ

てどのような特色があるかを検討してみる。

　①耕地面積規模が大きい：とくに牛舎分離農家の割

合が高かつた中部平坦農家には顕著な差となつてあらわ

れている。耕地規模の大きいことは経済力や宅地，農用

建物而積などが勝ることを意味しており，これらはあと

痴7表　住宅内牛舎あとの利用状況（1962）

用
途｛実数］害1い合
　　｝　　　　　1

物　置　き
便　　　　所

風　　　　呂

勉強r部屋
居　　　　間

応　　接　　間

そのほか
その　ま　ま

戸
18

3

2

2

1

1

4

3

　％
54．0

8．8

5．9

5．9

2．9

2。9

1L8
8．8

合 計 34 100

（注）①上記の他に住二ε新築，こ伴う牛舎分

　　離を行なった農家が11戸あつた。②

　　現在牛を飼つていない農家も含む。

第8表　 アンケート調査農家の建物概汎　（1962）

＼＼　項
＼

川
1戸あたり建物，宅地而積 イ：1三宅改善指標

農家防＼篇隠鶉篇｝⇒，所あ，…却跳な、緬城仲り…加㍗瓢
住宅経

現

在

和

牛

を

逆年数

葉i標刷‡謬ll筆已筆1；ll鷲糠i

　…一鯵1難1斗iii；き繍

舎iぷ㌘㌘閲⊇元；∫16・・9．・148・．・i・・．・1

誓閨願別｛謬

53るi24㍗i75Z

51．8

25・Oi

．．当

　　　　　i
29・4：55・6175・α

　　　44．8i

　　　53・gi

　　　13・61

　　そ　　　　　　　ぐ
72．8｛　28．6i
　　ミ　　　　　　　
91．8i　25．G｝

72・・i・2・・i

酬　　奪
瓢；；：l

　　　　iili

・8・・i’ ﾋ．‥元・・1・…1 72．4

102．7

101．7

農

家
牛

あト…一
‘：x

㌦或別馴
隣芝　部　｝　74．5

　　　1112・9

　……1・…・一

2G6．Gl　286．Oi　570．2i　36．9145ユ51．7187．1…64．0　48。0

・99．・1274．7｝728．。28．・1・3．378．・：97．・］87．・…49．・

嫡、、13．、｛、、5．236G．。，62。．。

　　　　　　…
i小計ま嫌平均1・・2・・1・・3・・…・8・・81・・2・・

　　き138・Oi　192・71590・2｛24・6

216・3奄Q82・8682・　；；：4

　　i　　　｝　　　1
　　｛　　　　　　　　1

　　　　　　　　…

　　　　・7．・｝’87．・’1・・．・P5三i…43・5

　　　　1；：iに：：1｝1；1：；…il：li　ll：；

メ．．＿．．∴＿＿．．．…一⊥＿．L＿

32・21・4・3｛66・・、92・2i75・549・・

合i汁または平均

以前｝住宅内牛舎
　　ミ

嫡iイ］三て外牛舎

・…3｛F・95・3｝26L3…52・・5i38・7…46・5い5・382・・i53・6｛62・5

1：1：：i欝鷲；1：1…

　　l　　　　　　　　　　　　i

34．7

32・1］

1：：：｝：；：：i誤：：；に1：1

緯・たぽ均1・1…i・・…1266・・1529・9｝36・447・・i・7・・｝・・455・26…

（注）①建ぺい11ζは宅地而積と建物i婦パの爾方がわかつた農家のみについで算出したため，表の数

　　字を誘算した場合とはヌ1る，②カマドとは煙突のついたものを指す。
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でのべるように牛舎分離の重要な条件となる。

　②　水田率が低い：L∫ξ間部農家には差が認められない

が，平坦部では11．5％の灘きがある。前記の新築住宅

調査（8）でもこの傾向が強い。平坦地畑｛ノ濃家における和

牛舎の一般的傾向③をあらわしているものと思われる。

　③農業現金取入の金額が㍍い：①②と関係づけて説

溺することができる。

　④　農業への依存度が高い：全休としては専業農家が

約7％多いが，平坦部ではかえつて兼業農家に牛舎分離

農家が多い。生活水準の高さに1娼係があると思、われる．

　⑤和とト飼育頭数が多い：西部L［1聞地のように頭数が

2頭以上になっても住宅内で飼う場合もあるが，佐宅内

牛舎の多くは1戸1頭成牛飼育の単房間取りになつてい

るから，頭数が2頭以上になると～部または全部を注宅

外で飼う必要が生ずる。また，頭数のふえることは農家

経営における和｜二部門の地位が高まることで，その結果

として専用牛舎による合理的飼育が行なわれることにも

なる。この調査では子午と成牛の区別力判然としなかつ

たため明確な関係を求めることはできなかつたが，ある

程度の傾向は認められる。平坦部農家の場合をとりあげ

ると，住宅内牛舎農家で2頭以上の飼育農家割合は30・0

％であるのに対して牛合分離農家では52．9％と高くな

つている。

　⑥宅地か広く建蔽率が低い：宅地面積と耕地規摸に

は強い正の相関があるから（8）（エ◎），これは①と関係が深

い。牛舎分離を行なう場合には新たに専用牛舎を建てる

か規存の農用建物の一部を利用するのが普通で，この調

査でもこれらの場合がほぼ折半している。（実際には専

用牛舎の割合はもつと低いと考えられるが，調査農家に

専用の定義が不明確であつたため高い割合になった）。

したがつて宅地が広いと同時に建蔽率も低いとか，牛舎

を併設できるような農用建物の而積が大きいことなどが

牛舎分離の条件となる。正しくは牛舎分離以前の数字を

此較する必要があるが，この調査では宅地が平均135，8

〆広く，建蔽率は8．4％低くなつている。また，わずか

ではあるが住宅百積が小さく逆に農用往物面積が大きく

なつていることも，牛舎分離と関係があるものと思われ

る。

　同じ牛舎分離農家の中ではピ専用牛舎のある農家が附

属牛舎のある農家より宅地カバく建蔽率は低い。

　⑦住宅改三が進んでいる：住宅改苫の指標としてイ

ロジ，煙突のないカマド，草屋根の3っをとりあげてみ

た。いずれも牛舎分裟と強い相関が認められる。県内で

は山間地より平珪1地に，西部より中，東部にこの関係が

明瞭であるcカマドと州：屋ぷはイロリ自体と相関のある

要素（11×12）である。

　⑧　住宅の経過年数が短い：戦Z妾の新築仕亡において

住宅内牛舎が半減したことはさきにものべたが（8），これ

は住宅新築が牛舎分離のi契機になつていることを示して

いる。また，第8表の数字は注宅新築年次の新しい農家

ほど牛舎分離の進んでいることをあらわしている。経過

年数を段階に分けて比較してみても，牛舎分離農家は17

年未満　（戦後新築）が232疹，，30乍米満が41．4％を

占めているのに対し，住宅内牛舎農家ではそれぞれヱ3．（〉

％，27．3％となっている。

　第3表に示した精密調査の結果では，．1956～62年に，

zい話｝離を行なつた農家はT9，T13，　K18，の3戸であ

る。これらの農家はいずれも経営主のパ令が藩く，第1

田目の調査時から生活改菩に対する意欲の強いことザ認

められていた。3戸中2戸が生活改善の進んだ上徳丸の

農家であることにもこの間のいきさつがうかがわれる。

また；’上徳丸では第6☆に示すとおり牛舎の部分改湊も

盛んである。しかし，衛生的見地だけからノ｝、．》を分議し

たT13を除くと，牛舎分離の直接の動機としてはT9

の住宅新築，飼育頭数声加，K18の頭数増加となつて

いる。頭数増加をみたT9，　K　18は和牛飼育の玉点が

灸来の役用から繁殖用に変つている。この像かアンケー

ト調査における傾向がおおむね認められるが，牛舎分i壌

戸数が少ないのでいまのところ明確な傾陶はつかみiこく

い。

　（41農家があげた牛舎分ぽの阻害条件とその分情

　牛舎分離を阻む条件は前項の牛舎分離農家の特色を講

べることによつてほぼ明らかになつた。すなわち農家経

済力の弱さとか1戸1頭の飼育形態とそれにもとつく佐

宅間取り，佐宅（または生活）改ミ強識の低さなどがそ

れである。しかし，このほかにもより直接的な阻害条件

が考えられるので，アンケート調査では過去に住宅内牛

舎のあつた農家も含めて，佳宅内で牛を飼う理拍をあげ

てもらい，その結果を第ηメ｛に示した。ここで注意を要

することは，これらの農家の中1こは現イllの経営主が関与

する以前から住宅内牛合があつたものが多いから，とり

あげられた理由がすべて現在の経営主の意志にもとつく

ものでないという点である。

　理由のなかでもつとも多かつたのは「昔から住宅内1こ

あつたのでそのまま利用している」というので，75、6

％の農家がとりあげた。ほかの理由にくらべて平坦農家

にこの理由がとくに多いのは，住宅内で一1二を飼う強い理

白が他にあまり認められないことで，いいかえると牛舎
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分離を阻む条件が総体的にパいことを意味している。

　この1まかの理由は大別すると管理作業の便利，牛舎建

築費の安上がり，冬季川の保温，牛への愛着，財産とし

ての重要性の順となつているが，歴史的には最後の財麓

としての∬契性や愛着心が住宅詳寸牛舎のできた大きな原

却ではないかと写えられる。鳥取県では藩制時代から為

致者の和ト飼育奨励が熱心にぼなわれ，なかでも1695

年には］こを買う農家のためにジ｝二鍵制度を設けて金を

葺したことは全国的に有名であるG3）。それだけに当時

牛は財産としても労働力としてもきわめて大切であつた

ので，　身近か1こおいて監視したものと思われる。　この

点，昨今における牛の経涛1ぴ価値は相対的に非常1こ低下

している。また，題翻1痢二の名声確立に大きな力となつた

登録制度やセリ．市の繁盛｝ま，よい牛を育てるために人開

と同居までさせるという異常な愛着心をかきたてたどユ

えられる◎しかし，愛着心は高じて趣昧の養畜に堕し，

剖育管理や販売技爾の開拓力ておろそかになるという悪い

結果を招いたともいえる。いずれにしても現在では牛舎

分綾の阻害条件としてきわめて弱い。

　冬季の保温を考えた住宅内牛舎にも1昌1題がある。イロ

ジと住宅内牛舎のL、1係が深いことは，イロリによる牛舎

蓉の暖房効果をねらつたものと思われるが，その暖房効

呆や農家住宅の保温機能はきわめて低く，　筆者らの測

定（1」）によると，牛舎のある：L聞はイロリ使用の有無に

かかわらず外気温より2．0～2．4°C高かつたにすぎな

い。この程度の鋳こ温であれば，防寒構造のととのつた専

用牛合の方が舎内気侯の調節もしやすく効率的であ

る。この場合，専用牛舎にお1ナる飼育形式は，従来の

ような大面積の牛房に1ぷ飼いするのではなく，多頭

飼育や省力管理を目的としたスタンチヨソ式あるいは

ノレーズバーン式（群飼い）などをとり入れるようにし

たい。

　飼育仁理作業が便利なことは窪宅内牛舎の最大の利

点であろう。天候の不順な1工1聞農家にこの理由をあげ

た農家が多いことからもうなつ｛ナる。しかし，／1こ近の

ようにヱサを炊葬場で煮ることも少なくなり，さらに

従来，住宅内で行なわれていた／l菜が他の農用建物で

亘なわれるようなると，刊穿だけを住宅内で飼うこと

はかえつて不便を招く原田にもなる。雨雪に対しては

住宅から牛舎まで歩廊をつくるという方法もある。

W　お　わ　り　に

　近年，山陰地方の住宅内牛舎は｛主宅の新築などを契機

にしてしだいに分離改善が進みつつあるが，山刷地の小

規模な水田主体農家ではこの面の遅れが目だつ。これら

牛舎分離を阻む諸条件の中には不合理なものや妥当性の

薄弱なものがあるので，常に人蓄の保健衛生をづ：るとい

う基本的な考え方をもつてのぞみ，3舎分溺のための積

極的な努力をしなければならない。とりわけ，叡益性の

乏しい1戸1頭の多目的飼育形態を改め，多頭飼育や共

1司飼翻こもつてゆくことが牛舎分羅の決定的条件である

と考えられる。1ぷ飼育農家にみられる飼育ll川二による

注宅内牛舎廃止の現象も，結梁約にはこの条件にかなつ

たものといえる。

　なお，牛舎分離の遺渡的改1ζ；方法として，仕宅内牛舎

のまま居住部分と牛舎を壁で完全に遮断する（現在のよ

うな壁や土台ではきわめて不・1一分である）ことも考えら

れる。筆者らはこの調査結果をもとにすでに具体的な改

善プラン（15）を発表したが，ここでは紙漸の都合で割愛

した。
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Summaアy

マ

　　In　the　San－in　District，　one　of　the　m◎st　important　a面s　oξimproveme品oξfarm　houses　is　to

separate　the　Japanese　black　breed　cattle　stalls　from　the　farm　houses．　Then，　in◎rdef　to＞

m・ke　clea・’ 狽??@i・・d…ies・f　thersep・壬・ti…　f　that，t・ll。・d　th。　f。、t。rs　imp。di。g　the

separε1tion　inTottori　Prefecture，　theauthors　made　a　questionllaire　survey　on　180　farrn　houses　in

ユ962and　investigated　i・・de亡・il　21　farm　h・・ses　il・亡he　m・・n亡ain・・ls　par亡s　m　1956　and　1…媛．

A・・re砕we「ec・g・i・ed　th・t　th・・adi・al・・p・・ati…fth・．st・ll　did・・t　adY・・ce　i・tユ・e

¢ase　of　farm　houses　in　t｝〕e　mountains　which　have、　small　area　of　cultivate（l　land　consisting

chiefly　of　paddy　fields．　It　seems　that　this　tendency　iざaffected　most　by　the　amal玉number　of

h・・d・・nd　th・va・i・ty・f　b・eedi・g　P・・p・・es．　Aln・・g　th・f・・t・・s　ilnp・di・g　tli。、ep。。ati卯。f　th。

stalいhere　are　many三】］・gica］and　s・perf三cial　factQrs，．Acc・・d三・gly，　i亡三s　necessary　that

the　farmers　a茎ways　make　an　effort　to　separate　tlle　stall　from　hygienical　standpolnt、

s


